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亙
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＼
＼
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／
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史
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＼
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介
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／
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／
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介
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一し、

市
は
乙
の
築
を
抱
否
し、

話
し

ん
f

，
一合
い
は
行
き
締
ま
っ
た。

へは

一
貫
会
の
警
で
簡
は

「顔

f
l
一は
、
緑
地
在
多
く
掛
せ
ば
団
地
が
建

1
2
誌

3
8
白馬
ミ
？
1
4
5

幻

一つ
で
も
よ
い
、
と
の
習
で
出
さ
れ

覧

議

委

協

議

委

て

知

事

／

一
を
と
ら
え
て
い
る
。
県
の
五
カ
年

一計
削
の
申
℃
都
市
ハ
ム
幽
の
的
問
削
窃
楽

京
山
市
山
叫
が
引
山
川
町
市
の
谷
川
遊
一
回
同
い
取
っ
て
す
間
住
宅
団
地
話
て

一市
の
一一者
で
和
υ合
い
が
附
い
て
い一
を
す
℃
に
決
め
て
い
る
の
で
、
間同い

凶
（
二
十
こ
か
）
を
住
・
沼
郡
山
川
燃
側
一
る
ζ
と
そ
認
め
る
唆
釣
だ
が
、
命
保
一
る
が
、
解
決
し
な
い
潟
合
、
県
と
し一
取
灯
り
は
餓
迎
だ
」
と
し
た
。
と
と
ろ

川
町
団
（
旧
臼
在
宅
八
白
）
旦
窃
一
夫
自
給
と
し
て
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ず
べ
き
だ
。
一
て
も
W
H
い
取

Z検
討
泣
若
者
一が
、
井
手
口
魁
談
員
（
自
民
）
が

し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
問
題
で
、一

瓜
が
土
地
そ
買
い
取
る
則
惣
は
あ
る

一な
い
」
と
、

従
来
の
桝
可
動
を
や
や
変
一「
県
か
ち
の
連
絡
で
、
間
闘
が
掠
択

周
辺
住
民
が
県
議
会

κ出
し
て
い
る
一の
か
」
と
の
強
い
意
見
が
出
て
収
拾

一え
る
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弁
を
行
ヨ
ガ
。
約
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は
桝
拙
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作
る
の
を
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れ
た
京
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設
か
ら

「
辺
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存
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を
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つ
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か
な
く
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扱
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に
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。
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し
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で
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。
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。
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菌
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襲
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が
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、

京
附
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史
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盤
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ん
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う
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と
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の
一

千
五
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人
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で
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ら
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部
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反
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た
た
め
、
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に

で
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で
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の
県
議
が
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介
一
切
り
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え
ら
れ
、
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田
知
事
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出
郎

印刷民
に
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っ
て
い
る
。

一

し
た
。
同
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事
は
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れ
ま
で
県
は

瓜
川
市
間
の
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だ
と
、
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制
の

一』
フ
チ
外
に
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た
の
で
、
買
い
取
り

話
が
持
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が
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た
今
市
昔
、
一
県
は
公
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つ
い
て
検
討
じ
て
い
な
い
が
、
コ一

聞
に
対
し
「
な
る
べ
く
緑
現
品
し
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の
間
判
決
着
が
つ
か
な
吋
れ
ば
、

て
ほ
し
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と
現
前
し
た
。
そ
の

一検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ

後
、
京
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、
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団
、
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で
泊

一た。

し
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が
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刷
さ
、
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に
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っ
て
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制
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さ
ん
は
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願
の
船
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は
、

間
側
は
「
会
闘
の
州
般
を
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民
一

人
一
も
ち
ろ
ん
遊
間
地
命
保
を
訴
前
ず
る

当
た
り
三
平
方
川
か
ら
五
・
三
平
方
一
の
が
ベ
ス
ト
と
い
う
と
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だ
。
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き

一

M
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全
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で
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四
お
）
に
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や
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立
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闘
w
比
し
て
ほ
し
い
」
と

「

と
の
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也
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に
提
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し
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し
か

一い
っ
て
い
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山
町

県
企
業
庁
長
が
表
明

同
鉄
渋
川
見
山
柑
（
妹
我
l
商
船
的
l
市
川
以
）
の
う
ち
、
附
州
制
附
以
内
で
た
だ
一
カ
所
だ
け
仰
向
状
肢
と
な
っ
て
い
る
市
川
市
指
浜
地
先
に
つ
い
て
、
久
保
旧
峨
仙
川
県
企
業
げ
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1
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勾
内
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も

初
回
出
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品
川
川
申
附
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提
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い
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と
の
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明
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し
た
。
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白
川
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叫
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会
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淀
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任
会
U
会
の
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で
明
ら
か
に
し
た
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の
で
、
こ
の
州
め
ペ
て
門
業
が
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了
す
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岡
京
お
仰
の
木
山
側
の
用
地
手
当
て
は
す
べ
て
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
、
現
校
陥帆
H

川
が
逃
め
ら
れ
て
い
る
州
船
的
1
従
h
M
川
の
旅
約
一
化
計
凶
に
ハ
ズ
ミ
を
つ
け
あ
こ
と
に
な
る
。

来
春
着

手
図
る

漁
民
折
衝
が
カ
、
キ

首
都
閣
の
貨
物
大
動
脈
と
し
て
東
京
一
て
も
九
九
俗
、
路
削
川
4
1
mも
九
一令
品wの

棚川沿
い
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
京
一
進
ち
よ
く
市
中
を
見
せ
て
い
る
。

一一
線
は
、
内
需
一同
町一我
l
商
船
橋
1
品
一
と
乙
ろ
が
、
乙
の
回
船
焔
l
m
、制

川
1
川
崎
市
に
至
る
約
五
士
ハ
キ
ロ
。
五
一
の
窓
口
化
計
阿
が
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ

l

十
一二
年
九
月
、
獄
我
｜
商
船
橋
凶
二
十
一
ル
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
乙
と
や
問
係
約

四
・
八
J
が
警
告
の
認
可
を
受
一

民
と
の
話
し
合
い
が
逃
ま
な
い
こ
と
な

け
、
同
認
可
に
よ
る

と

、

警

官
問
一
ど
か
ら
、
市
川
前
提
提

（
了
八

船
、
昨

m
g向
釈
の
ほ
か
、
新
線
の
若
松
一
色
だ
け
が
向
一mの
ま
ま

d
F
さ

町
（
船
橋
市
）
、
掛
川
沼

曾
志
野
市）、

一
れ
て
い
た
。
今
回
、
ζ
の
地
先
の
向
山印

幕
張
（
千
禁
事

、
覧

川
ニ
「

一
哩
め
立
て
の
免
許
思
議
出
す
る
と

タ
ウ
ン
（
同
）

、
新
綿
毛
（
同
）
、
新
」
ど
に
な
っ
た
の
は
、
さ
る
七
月
に
国
鉄

・附
．（同）

で
、
工
事
費
は
ホ
l
ム
の
屋
一
と
鉄
道
建
絞
公
団
の
聞
で
、
四
船
橋
｜

根
な
ど
付
属
設
備
も
含
め
千
三
百
四
十
一
新
砂
町
間

（
土
ハ
・
七
乙
宝
ハ
十
二

億
円
、
五
十
八
年
度
開
業
高
指
し
て
一
年
に
警
線
と
し
て
旬
宇
d

る
乙
と
で

工
諮
が
巡
め
ら
れ
て
い
る
。
一
合
滋
、
さ
ら
に
新
砂
川

lm京
駅
間
（七

鉄
道
也
寮
品
聞
は
、
西
船
術
｜
都
心
一

・
在

日
）
の
郎
心
乗
り
入
れ
部
分
の
迎

削
に
つ
い
て
も
五
十
七
年
度
以
降
に
旅
一
殺
の
協
波
に
は
い
る
な
ど
、
具
体
化
の

伊
由
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
い
一
助
き
が
出
て
き
た
た
め
。

わ
れ
、
同
線
全
線
の
用
地
買
収
に
つ
い
一

県
企
業
庁
と
し
て
は
、
年
内
に
も
同

地
先
の
い
向
附
凶
め
，
げ
て
の
免
許
巾

mhr」

同
町
出
、
来
年
五
月
に
は
工
取
に
引
拍
手
し

た
い
方
針
だ
が
、
関
係
漁
民
と
の
話
レ

合
い
に
つ
い
て
は
「
問
引
業
の
ぷ
筏
は

ど
を
よ
く
ね
川
レ
、
円
初
な
解
決
を
凶

り
た
い
」
と
し
て
い
る
。
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＼
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設
l
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本
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あ
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y
l
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守
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介
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苦
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ミ
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牧
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K
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の
日
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ふ
ぷ
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l
A
は
、
計
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ヶ
月
、
メ
ー
ホ
色

白
円
末
に
広
り
、
あ
す
逸
リ
日
の

こ
じ
ゃ
ド
フ
た
。

干
潟
の
ゾ
？
フ
ト
斤
、
ぅ
、

ア

ナ
ル
ゾ
〕
ぺ
‘
／
，
寸
の
作
ふ
‘

y
l
l

7
L
4
1
葉
県
・
公
d
久
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ゼ
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、
対
主

。
託
1
ム
勺
リ
に
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あ
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や
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介
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汁
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後
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干
潟
〈
仰
け
フ
充
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一
土
日
時
水
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す
N
M
S

！
っ

日
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フ中内ヘ申

一草
及
は
、
燃
え
マ

ogy彦
、
日
に

（
み
k
／
す
よ
う
あ
仕
燃
や
ん
フ
犬
。

νー
の
貯
に
点
介

包
に
！
大
、的
介

字
衰
の
，

P
芳、

ω丸
田
太
だ
フ
六
．

定
’
芦
田
仰
っ
た
、
黒
フ
た
め
で
あ
コ
．

「
あ
’A

ノ，

ぐ
臥
は
ぎ
『
「
，
J

、
オ
レ
の
き
の
で
は
β
け
L
V」

匂

A
F
フ
ま
守
、
広
口
－
7
1
アル，
v
u
N
1

、／
ヰヘ

γ

マホ

に
閉
す
す
き
の
・
芝
、

q

引
フ
玖
ヲ
マ
ャ
マ
だ

‘
、
千
ん
広
’
心
境
か

7
＋
h
h

．vf札
介
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」．． 

の
時
は

Y
1
1

ママ

dm凡
後
は
、
子
、
y
寸

お
く
ぷ
？
十
円
八
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千
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介
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ゐ
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芯
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白
人
つ
台
身
’4X」
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砂
子
を
の
の
，
A
K社
主
寸
3
や・パ
J

X
！
ょ
う
し
、
ぜ
－
A
介
ど
J
7
h
h
p
フ夫。

『
－
役
に
、
五
百
う
L

、

寸

引
て
放
っ
「
l

、来
た
白
人ヲ
汁
グ
、

こ
久

介ハ’
h
J

は
、
ぁ
，
3
ど
し
め
を
、
微
か
ヲ
「
汗

1 

< 
／＼ 
It) 

奥/1 

し

込
3 
") 

'{_ 

思
フ
だ
。
ノ
句
人
？
の
回
今
夜
し、
岩

ιt、

す
内
、
寸
あ
ノ
ゴ
そ
の
の
ろ
に
ぬ
主
寸
3
、

ノ
牛
島
氏

k
lょ
う
ゾ
し
忠
つ
だ
。
森
岡
三
好

ゼ
ソ
フ
人
向
h
h

っ
伎
に
、
立
っ
か
ぐ
う

行
L

寸
は
庄
川
。

悲
白
三
時
ゾ
し
り
万
人

向
介
、

ー
ど
の
よ
う
に
（
た

g
殺
に
、
五

つ
介
し
，
V

ぃソコ、

す
β
A
w
t
、メ
l

小
β
の山
h
f
．
如
何
代
、
立
つ
汁
寸
う
介
、
K
I
A爪

を
功
入
／しめ

3
の
は
、
広
に
よ

y
ヤ

J
i
寸
、
あ
3
F）
の
に
よ
り

－
A
の
だ
。
決
め

3
の
で
は
ぷ
く
、
決
ま
ゴ
の
わ
に
。

メ
l

う
鬼
り
至

っ
た
前
広
は
、
急
に
す
介
ど
＼
l
く
ぶ

っ
た
＠
心
的
雪
有
介
と
り
ぶ
ゐ
恥
た
よ
う
だ
っ
犬
。
’
心
九
ハ

時
れ
ば
よ
爪
γ

〕

i
た

G

「
キ
パ
レ
は
ム
ケ
ま

7
、
ず
〈
ゆ
〉
u

勺
ま
、
う

中
ハ
州
り

S
小
計
ぷ
更
し
の
芝
1
k
よ

ー

l
L
X
b

魚
介
ス
ケ
く

り
こ
ん
で
末
だ
ん
ず
ん
ぷ
ぁ
ー

の
‘
次
爪
の

tR
り
格
ロ

M

に

る
こ
た
よ
、
〉
ふ
魚
介
l
穴
め
？
あ
マ
d
e

〕
。不（怠 jfi



や
介
ぷ
コ
ー
ヒ
ー
を
丸
恨
ん
で
リ

τ時
ず
つ

〔J

M
4
3
H
4日
ご
料
b
新
岡
〉

：

＝

＝

・

一
戸
ぞ
い
る
左
前
け
の
会
報
「
し

『谷
2・
潟
」
に
一
ろ
ち
ど
り
」
画
い
て
あ
る
・

t

i

l

－
「
す
き
で
は
掛
に
も
乙
う
し

野

鳥

の

通

信

箱

一

た

通
話
そ
作
っ
た
が
、
鈍
さ
れ
て
し

「
守
る
会
」
が
設
置
一

去
っ
た
。

今
回
、
き
誇
る
と
と
に

一
し
た
の
は
、
優
む
同
Yぷ
本
寂
悠
哨
え
、
週

裏

am奥
mK残
さ
れ
た
敏
少
な
い
一
米
に
は
二
百
人
を
紹
え
る
ほ
ど
に
な
っ

野
鳥
の
凝
闘
「
谷
悼
平
副
州
」

H
山
田
滋
野
一
た
た
め
で
、
保
線
巡
耐
の
P
Rも
ね
ら

古川谷

mHに
「
野
世
間
の
述
併
箱
」
が
一
一
っ
て
い
る
・
ま
た
、
「
守
る
会
」
は
、

目
お
目
見
え
し

た

・

一

潟
M
H
ず
一
土
、
自
に
会
員
が
野
鳥
の
嗣
酬

と
の
平
向
の
握
認
を
続
け
て
い一

察
ガ
イ
ド
を
す
る
ζ
と
あ
検
討
し
て
い

る
「
平
刻
の
平
副
同
等
雲
」
（
大
浜
一
る
・
会
員
の
脅
三
郎
注
ん
さ
は

摘
尽
き

が
野
鳥
観
察
に
訪
れ
た
人
た
「
震
に
側
、
お
む
心
力
宮
、

宮

ち
に
、
そ
の
感
績
な
ど
そ
省
い
て
も
ら
一
脅
い
て
も
制
御
・
質
問
に
も
お
答
え
し

お
う
、
と
宙
材
が
使
っ
て
紋
雌
し
た
・
一
段
す
」
と
、
多
数
の
紙
夕
串
w
歓
迎

寸申
に
は
大
学
ノ
1
卜
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
一
し
て
い
る
・

4

備
え
て
あ
る
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か
、
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守
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日… 一一一説本盗[Ji企~' '''.・・・_'¥';::;<,・ 亡、.＂＇・・一円創 》

お目見えした谷海干潟野鳥の温情.ti＝習志野市容体ヴ

大ハ。

市

川

り

、

依

末

、

る

寸

弁

、

こ
司
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－
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介
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潟
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．鈎
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仏
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＼
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一
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い
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ア
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〉
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7
乞
撤
久
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介

λ
？
た
え
ォ
リ
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V
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回
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つ
寸
り
マ
、

d

台
然
ノ
総
加
ベ
の
鶏
必
特
A
W

犬
み
、

。

寸
今
回
一
印
そ

す
ゴ
介

L
aリ
オ
寸
、
か
｛
ん
に
や

li乍
フ
寸
リ
ゴ
時
た
っ
た

リ

7
ん
志
事
介
－
A
っ

。

ヂ
は
り
、
」

AFzu、

米
不
介
ケ
ル
ム
未
寸
勺
言
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た，
け

爪

む

さ

、

台

K
く
E
E
h
く
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苫－
a
－
ご
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,--

ゅ
の
す
’
パ
ペ
ん
刈
付
加
リ
、
ア
E
に
入
フ
マ

み
ん
ぶ
添
っ
た
の
だ
ム
ケ
回

Z
今
回
ゾ
L

え
え
た
の
は
、

月弘、

ーー－r.

1
l
「
1

み
ん
ぷ
〔
寸
仏
、
肝
り
VU
（
ょ
う
」
ピ
。

長
d
介
、
が
は
前
m
b
リ
に
、

ん
仙
の
互
の
よ
リ

5
勾
，
〈
茨
ん
で
ざ
た
。

左
タ
’
に
つ
け
7
vざ
た
み
，け
で
は
5
り

l
、

’N
b
p
v
」
ダ
し
に
ゆ
っ
た
り
て
く
つ

7
り

T
リ

7
時
の
、
会
仇
ス

J

醤
が
見
ら
れ
な
い
物
足
り
な
さ
そ
感
じ
が
独
得
の
イ
ズ
ム
を
持
っ
て
、
世
界
産
主
義
u
的
な
傾
向
で
創
造
が
な
い
。

る
。
そ
れ
が
現
代
社
会
の
個
性
の
消
滅
に
顕
著
な
影
響
を
与
え
た
も
の
は
な
便
利
過
ぎ
る
社
会
、
あ
ふ
れ
る
商
品
、

太
平
洋
を
餓
え
て
一
か
月

ω鮒
在
予
と
い
わ
れ
る
こ
と
な
の
か
。
多
く
の
良
い
。
私
が
日
本
に
い
た
こ
ろ
と
変
わ
ら
歓
楽
、
干
渉
好
き
な
環
焼
、
も
う
孤
高

定
で
日
本
に
向
か
っ
た
飛
行
機
が
、
関
覧
会
や
現
代
美
術
を
の
ぞ
い
て
見
て
、

ず
、
い
ぜ
ん
と
し
て
、
現
代
美
術

ω作
な
芸
術
の
争
籾
を
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う

総
沖
か
ら
低
空
に
泊
走
路
に
入
る
翁
腹
芸
術
の
世
界
だ
は
そ
れ
が
一
層
ひ
し
ひ
家
の
環
燐
は
、
大
衆
的
思
解
も
乏
し
か
。
す
べ
て
を
侶
絶
し
た
孤
独
、
自
由

の
感
触
は
、
長
い
間
の
海
外
生
活
者
の

し
と
感
じ
ら
れ
た
1

．

く
、
俊
助
も
な
く
、
心
地
良
い
状
切
で
の
な
か
で
乾
坤
一
郷
（
け
ん
こ
ん
い
っ

孤
独
・
郷
愁
と
苦
悩
を
一
瞬
に
し
て
洗
，
秋
の
美
術
シ
ー
ズ
ン
’
の
一
つ
を
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
戦
後
の
精
神
的
飢
て
き
）
打
ち
込
む
こ
と
が
、
芸
術
家
に

い
流
し
て
く
れ
た
。
波
米
以
来
。二
十

’飾
っ
て
都
美
術
館
で
聞
か
れ
て
い
る
餓
状
態
か
ら
脱

υ、
生
活
状
飯
も
全
く
と
っ
て
す
べ
て
で
あ
る
。
平
和
な
文
明

年
、
ふ
る
え
予
よ
う
な
磁
び
の
な
か
に

日制凶器諮問問

hwmい穿…
ぶ…

……

ω似た
いがめ抱一…渋

く
よ
か
さ
で
回
を
み
は
ら
せ
る
。
じ
か

・
．V
HHHH

・H・H・H・H・日－H
・H－V
M
S
m恥

2
3
1州市

7
5
V
U

応
医
む
露
協
誌
…

し
、
そ
の
一
方
、
す
べ
て

が

余

り

じ

も

日

以

uww…υ…υ…
ω…
明
判
明
縄
問
国
同
ぷ
・
剛
…
同
問
岡
田
川
倒
白
川

温

早
和
ム
l
ド
で
色
ど
ら
れ
二

一十
年
前

。

Z
E
E－
Z
｝
守
似

C
14
円
H
V山
市
明
品
川
場
創
作

に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
変
化
は
、

〆

4

d

a

－

－

j

1

何
か
平
衡
を
失
わ
せ
る
よ
う
は
、
新
し

い
不
安
を
さ
え
感
り
さ
せ
る
。
「
一
九
五
0
年
代
、
現
代
美
術
の
動

・
’

外
か
ら
見
て
い
る
日
本
経
済
の
宛
脇
田
と
名
づ
け
ら
れ
た
展
覧
会
を
見

、

は
、
何
と
い
っ
て
も
、
す
ぐ
れ
た
校
術
た
。
カ
タ
ロ
グ
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う

－

B

L

W

3

・
近
代
設
備
が
印
象
的
だ
。
た
し
か
に
に
、
戦
争
が
残
し
た
深
い
粉
神
的
飢
餓

’

芦

ι為
品

川

市

自
動
車
、テ
レ
ビ
、
カ
メ
ラ
な
ど
そ
の
め
状
態

ω中
で
、
若
い
作
家
巡
の
活
動
エ

1
噌

e
t
n
υ

ざ
ま
い
改
良
絞
術
に
よ
っ
て
今
や
世
ネ
ル
ギ
ー
が
嬰
刊
し
た
時
代
芸
る
。

さ
4

r

界
的
義
理
高
級
品
の
童
図
と
な
会
弱
に
並
ん
だ
い
る
当
時
の
具
象
派

の

仇

H

V

J

た

っ
て
い
る
。

し
か
し
は

昔

、
ま
だ
こ
人
述
の
菌
ぶ
り
に
首
を
思
い
返
し

－

己

3
e

も

号
の
物
の
倒
産
に
つ
い
て
は
い
か
た
。
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
節
点
主

M

E

J
Jげ

が
な
も
の
で
あ
ろ

8
0外
国

通

し

て

も

、
あ
れ
彦
作
品
を
発
表
し

．

市

リ

忘

さ
れ
た
物
を
、
す
ぐ
れ
た
情
報
網
に
よ
た
現
伊
炎
術
A
の
挑
戦
に
は
、
保
守
的

h
目
ロ

E

6
目
ゆ

っ
て
収
伊
ぽ
応
用
化
ず
お
改
良
袋
障
で
あ
っ
た
日
本
美
術
界
に
、
何
か
大
き

a

e

車
専

問
と
見
な
さ
れ
て
い
る
み
」
ろ
は
首
蓄
を
も
た
ら

zsz
く

H

暑

の
誤
解
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
こ
う
じ
た
む
の
だ
っ
た
。
し
か
し
あ
れ
か
ら
‘
，
‘
レ
ド

し
た
戦
後
の
急
迎
な
問
問
済
発
腐
の
た
め
三
十
年
、
今
日
ど
れ
だ
け
強
術
的
発
展

’

げ
四
岡
山
V

R

パリ
v
ー

に
異
常
詰
逃
し
た
語
、
情
報
が
、
を
見
た
か
、
思
わ
ず
仮
差
ら
ざ
る
を

－

－
U
川

宮

司

稼

・
改
良
憲
の
日
－交

の
特
質
得
な
い
戸
感
い
を
感
じ
る
P
同
じ
日
に

l
M
m
v
u

一一I
J

を
つ
く
り
出
し
て
い
は
し
ま
い
か
。
肝

見
て
回
っ
た
団
体
図
、
多
く
の
闘
廊
の

la
－－
M
m
w

心
の
創
造羽田
の
側
に
な
ぜ
か
体
質
の
改
作
品
鮮
が
訴
え
て
い
る
も
の
は
何
で
あ

，

”
ロ
E
《

ろ
う
か
。
現
代
の
日
本
美
術
界
は
何
を

E
官

E
市

目
ざ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
も
心
，

．
に
溺
ら
な
い
作
品
に
不
測
を
感
じ
た
。

体
質
改
善
が
見
ら
れ
ぬ

創
州
危
カ

’の
＼
＼
〉
」

M

て
て
＼
だ
の
f

ワ
弁
。

E
Xよ
り
が
は

w

‘
え
る
。
a

川

装

飾

性

の
強
い
日
本
画

日
本
の
過
去
の
発
術
の
雁
史
は
な
が

く
、
外
国
に
影
畑
聞
を
与
え
た
時
代
の
作

局
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
く
理
解
さ
れ

て
い
る
が
、
現
代
作
家
の
作
品
に
対
す

し

も

だ

お

さ

む

川

る
腿
解
は
問
い
o
納
得
な
国
内
価
指
の

下

回

‘
治

…

た
め
海
外
と
の
一読
が
少
な
く
、
作
家

z
i
f－E
E－－M

が
損
を
し
て
ま
で
国
外
で
の
発
表
を
欲

社
会
は
、
不
安
と
焦
磁
を
忘
れ
、
状
況
し
な
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
な
か
で
も

に
馴
（
な
）
れ
き
っ
た
芸
術
家
を
生
特
妹
形
態
と
も
い
え
る
現
代
日
本
闘
の

そ
創
造
に
対
す
る
首
闘
を
飢
く
し
た
世
界
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
悦
男
栢

の
か
も
知
れ
な
い
0

1

介
さ
れ
る
の
か
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人

「
ヲ
ヴ
7
ン
ギ
ャ
ル
ド
は
終
わ
っ
こ

が
現
代
日
本
剛
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る

た
」
と
美
術
界
の
変
化
そ
述
べ
た
ア
メ

，今
日
、
制
人
で
不
可
能
な
ら
ば
、
何
ら

リ
カ
の
僻
愉
家
ヒ
ル
ト
ン
・
ク
レ
l
マ

か

の

俊
助
の
も
と
に
発
表
の
機
会
を
笑

ー
は
保
守
的
傾
向
を
焔
摘
し
、
こ
れ
に
現
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

対
し
て
「
イ
メ
ー
ジ
の
な
い
官
聞
は
芸
そ
れ
に
し
て
も
今
日
の
日
本
画
の
滋

術
で
は
な
い
」
と
反
論
す
る
パ
l
パ
ラ
飾
性
の
強
さ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ

・
ロ
ー
ズ
な
ど
聞
い
隠
し
の
紛
争
が
絶
ぅ
。
か
つ
て
の
問
山
保
に
つ
づ
く
若
い

変
わ
っ
て
来
て
い
る
。
創
作
者
の
心
も

・え
ず
起
き
、
そ
の
一
方
、
自
己
の
イ
ズ

一
〈
速
は
、
一

一体
ど
」
へ
行
っ
た
の
で
あ

変
わ
っ
て
当
然
だ
ろ
う
。
創
造
の
世
界
ム
を
主
間
別
し
て
ひ
か
ぬ
作
家
た
ち
、
こ

h

ろ
う
か
。
関
代
目
水
刷
は
伝
統
技
術
を

目

立

つ

改

良

生

産

主

義

は

、
作
家
個
人
の
観
念
の
問
題
で
お
う
し
て
い
つ
も
せ
っ
ば
つ
ま
っ
た
よ
うJ

－
伝
え
る
だ
け
の
形
骸
（
け
い
が
い
）
の

ヱ
コ
ト
ル
・
ド
・
パ
リ
に
続
く
一
一
ュ
る
。

し
か
し
、
久
し
ぶ
り
に
見
た
臼
本
に
激
し
く
動
く
ア
メ
リ
カ
策
術
界
を
身

一
よ
う
に
も
見
え
る
。
わ
れ
わ
れ
去
術
家

1
ヨ
1
ク
・
ス
ク
ー
ル
は
戦
後
世
界
の
の
現
代
作
家
た
ち
の
作
品
の
多
く
は
滋
近
に
み
て
い
て
、
希
盟
と
拶
を
抱
い
て

γ

の
胸
を
打
ち
、
白
木
英
術
の
伝
統
の
流

美
術
r
d動
の
中
、
ψ
と
し
て
君
臨
し
、
日
飾
的
で
、
紋
似
が
強
く
、
荒
々
し
い
芸

い
る
私
に
と
っ
て
、
白
木
の
現
代
奨
術

一
れ
か
ら
生
ま
れ
る
創
造
の
火
柱
、
燃
え
－

J

＼

水
梨
術
界
に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
術
性
に
乏
し
い
。
経
済
発
屈
を
支
え
た
の
状
況
は
き
わ
め
て
創
抽
出
の
努
間
気
に

〆立
っ
さ
つ
な
作
品
持
－
則
待
で
き
な
い
も

た
。
同
日
念
な
が
ら
、
日
本
の
現
代
美
術
気
風
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
n
改
良
生
乏
し
く
、
安
稲
で
、
か
つ
不
思
議
に
見

守の
だ
ろ
う
か

。
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広れパ
d
然
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放
く
肉
’
心
b

x
l
れ
と
ス
き
く
か
へ

V
7
A
小
に
陶
す
す
本

x
l
A
に
向
係
す

τカ
掛

業〉－
M
l寸
l
V
3
、
や
け
？

ま
る
け

Q

犬

’

た

’

利

て

件
ハ
は
く

け
の
ゆ
3
1
魅

き
づ
け
、
う
A
六

し

句

T

め↓く唱。々
才
千
潟
の
侭
存
度

－噺
に
か
わ
フ
寸
り
ブ
り
、

リ

7
ノ
＼
，
及
メ

り

3
A
団
体
に
夜
l
六‘

メ
ー
の
時
受
く
h

ぬ
い
た
の

刷
別
法
カ
の
欠
係
正

オ
~r; 
/0 
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人
心

T
あ
で
、
干
の
昔
、
九
札
ι
ッ
時
／
代
、
満
か
引
リ
た
あ
て
で
、
理
り
え
介
、
う
無
血
勺
句
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七
ι
引
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寸
き
マ
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滑
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て
た
勺
ミ
ゼ

e
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－
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x
m
u

殆
ん
ど
は
、

糸
の
体
魚
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ア
↑
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、
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す
ぺ
寸
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は

み
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広
後
せ
h

又
土
仲
（
の
／
〈
斤
グ

ま
介
廿
L
h
p

ケ
よ
り
だ
見
フ
寸
り

3
。

、

E
E
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ぶ
芳
一
十
市
河
の
，
A
明
石
陶
清
介
、

本
格
的
ぷ
ぷ
C
芝
作
ふ
す
す
ぶ
バ
イ
ん
で
あ
マ
d

．
ム
’
ア

一
岐
菜
i
六
ゲ

、フ

は
た
た
悔
す
え
＼
乏
で
千
リ
フ
ば
り
？
あ
3
。

詮
汁
汁
？
？
巾
ぽ
↑
位
、う
反
り
。

広
は
走
え
寸
リ
マ
唱
。
似
介
や
リ

大
作
’
り
．

金
未
7
・、
、
d

刊
に
け
早
〈
、
人
Y
ア
日
明

学
リ
た
中
で
一
一
括
大
句
、
江
さ
の
け
小
、
中
川
代

日
k
？
νc
活
4
j
i
＋
だ
り
・

xー
の
崎
士

、
γ
ー
の
回
介
来
3
ミ
ゼ

2
、
れ
は
人
f
フ

、
長
ヤ
初
予
の
30
将
来
、
肉
き

A
み

伸
、
調
金
に
よ
っ
寸
、

フ
で
さ
勾
く
の

ぎ
の
左
拾
リ
上
げ
、

F

凪
当
、
表
向
l
寸
リ

支
、
、
六
ヘ
川
。

理
を
ふ
小
寸

l
ま
コ
た
耳
目
）
め
ノ

ヌ
、
忘
れ
た
ノ
A
ょ
う
ゼ
！
っ

tvzg

句、

M
l
A
1
5
す
州
、
寸
7
L
託
銀
上
九

ー
た
り
の
だ
。

M
－
A
介
‘
で
ん
芯
価
値
介
広
ノ
マ
み

、
何
の
為
に
ふ
川
、

ど
」
つ
J

ソヲ
J

と
V
L

は

汁
h
h
・J

切
望
1
寸
り
マ
ー

広
口
プ
サ
ュ
ラ
リ
ス
ト
寸

ぞ
る
〈
、
白
然
食
怒
釈
や
ハ
ー

レウ
x
u
v
A
j
ャ

l
？
E
’
芯
リ
。

毘
－
動
、
京
寸

ru
、
ん
川
乃
の
守
向
凶
た
誌
問
中
将
技
の
あ
3

ご
く
ふ
ヘ
ノ
う
の
一
市
民

寸
あ

J3
b
t
T
v加
M
リ
仏
仏

t
－
南
寺
、
殺
す
と
て
、
、イ
A
小

は
本
に
〉
」
コ
「
l
、

Am’E
の
や
守
を
の
の
あ
コ
る
（
に

／
〈
向
下

t
fる

1
本
弁
句
、

h
J叫
フ

「

l

、
リ
マ
で
庁
長
リ
ゾL1
微
動
た
に

1
芯
リ
。
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本
は
み
左
読
む
と
て
庁
大
毎
だ
っ
犬
。
A
ケ

7
5

マ
う
で
あ

3
。
ぉ

ζ
L
て
ノ
リ
斤
5
介。

伝
h
k
E
の
ぶ
ど
は
好
ん
で
』
犯
人
ア
キ
、
た
。

J

ハオ

干
の

ど
ん
る
分
野
の
人
で
あ
3
介・

y
リ
フ
こ
だ

lj 

ふ
爪
リ
陶
n悦和ハ

A
Aハ
つ
犬
。

の
介
好
キ
ホ
刊
に
フ
十
代
。

w次

q
v’
」
舎
リ
た
ど
）

合
り
人
介
害
リ
た
き
の
よ
り

ぎ

自
伝
ん
恨
の
、
一
λ
之
好
ん
だ
。

本
介
ヲ
み
寸
、
え

斤
、
フ
ま
リ
γ」
北
川
下
4
寸
〉
し
介
り
、
フ
ぎ
の
は
、

フ
忠
夫
ノ
だ
け
で
、

夫
た
ど
（

4々

く
て
よ
＝
ロ
フ
マ
よ
リ
ほ
て
、
ム
戸
丸
一

ハいぎ
Y
L
わ
ふ
介
フ
穴
。

タヒフ、

ふ
九
点
目
ほ
ど
ぷ
則
い
さ
ふ
3Jρ
、

是
は
日

、
互
に
勤
め
、

λ
は
恥
あ
の
ザ
演
伺
い
い
通
、
〉
γ
」ソフ

ど
ー
ん
ふ
時
代
介
あ
フ
た
。

M
l

の
吸
糸
川
ヲ
芝
、

み＼

左
設
斗
十
」
ご
と
介
大
好
却
で
か
ハ
フ
た
。

-4--
t5 

T、

あ

六
ハ
ハ
＼
＼
ゾ
」

ぜ
ん
る
月
に
行
フ
マ
さ
石
汁
つ
犬
。

う
れ
l
介
っ
夫
＠

設
l
れ
で
け

3
句
－
介
、

来
－
4
パ

フ
戸
h

。
子
、
フ
ソ
フ
時
の
伝
は
、

ー
ま
T

せ
し
だ
フ
穴
ゼ
足

フ。

問問、〉
γ
」
リ
、
つ
の
は
、

タ
ォ
3
み

7
7フ四
μ
、フの
T

「
才
レ
の
季
マ
は
、

本
き
壮
山
氏
芯

軒
勺
時
前
に
自
然
芝
企
寸
、

グ
大
斗
時
ゐ
八
勿
ま
で
働
く

p

急
リ

7寸
γ
頑
Z
沃け、

治
介
久
寸
前
T

萩
に
符
づ
た

ご
℃
た
L

，工、

別
に
、
句
作
ヘ
ノ
｛
志
議
l
マ
リ
た
み
け
で
は

。
q
Rま
寸
授
業
2
1「
t
、

匁
に
『
は
州
す
の
介

w－B
後

持
ハ
フ
戸
、
。

ア
ト
、
／

h
人
7

ふ
の
介
同
時
半
』
明
。

午
一
品
町
之
時
一
頃
ま
で
、

ザ
1
A
小
介
じ
ノ

時
に
は
3
時
頃
ま
寸
社
民
人
？
り

大ハ。
ム
h

サ
日
ど
（
人
手
主
L

入
、
だ
っ
た
。

か
ハ
や
h
q
r、

て
芝
’
べ
配
（
寸
だ
3
、フ
、

や
斗
う
む
＋
伽

寸
一
－
一
、
帯
、

日
寸
〈
ゐ
宅
／、

あ
っ
寸
．
当
時
中
納
品
ハ
、

る
介
フ
だ
の
？
お
マ
d

。

何
崎
小
HhX田
M
ヲ

し
て

寸
↑
A
W
あ

の
崎
氏
・
字
減
、

ふ
り
人
だ
ノ
L

V」

寸
ム
官
ド
ゥ

毎
回
だ
フ
七
八
．
宣
各
の
ま
フ

P
ハ
宇
め
、

必
の
＼
＼

体
こ

や
は
リ

敗
中
マ
ザ
介
れ
へ
当
、

校
に
決
之
友
4
1
た
ー
＼
吐
、

日
制
夜
ぎ
あ
っ
た
。

＝－－－－－－
m

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
a
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a

－－＝－－＝－－－＝－－－－－
m

－＝－＝－－－－－＝＝－－－－－－－－＝－一－－－－“＝＝－－－－－－－－－－”－－－－－－－－－－－－－－－＝＝＝
r

た
。
し
か
し
、
こ
の
志
向

ラ
グ
ビ
ー

mの
と
の
年
ま
て
そ
の
ま
ま
伐
っ
て
む
し
ろ
自
し
く
賎
し
く
し
と
か
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら

川

キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
の
再
々
に
わ
た
る
復
制
慾
分
で
も
て
あ
ま
す
と
と
す
ら
あ
る
が
：
：
：
。
の
中
か
ら
、
お
突
に
力
が
核
問
慣
さ
れ
て
い
く
川

謂
と
、
あ
く
ま
で
好
き
な
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
米
ね
は
「
前
進
」
と
い
う
昔
前
摘
が
好
き
で
あ
の
が
自
党
で
き
た
し
、
ま
た
新
し
い
自
信
も
山

線
も
断
ち
切
れ
ず
、
つ
い
に
半
年
あ
ま
り
で
る
。
そ
し
て
「
成

E
と
い
う
昔日
警
握
力
わ
い
て
き
て
い
た
。
思
え
ぽ
紹
烈
な
十
一
年

州

断
念
し
て
じ
ま
っ
た
。
つ
ま
U
二
年
の
ラ
グ
を
感
ず

る

。

間

で

あ

っ

た

。

川

ピ
1
の
シ
ー
ズ
ン
が
深
ま
っ
た
と
ろ
、
グ
ラ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
れ
ば
、
自
分
の
窓
思
お
よ
そ
人
の
才
能
と
か
資
質
と
か
は
、
そ

川

？
百
・
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
か
か
わ
り
な
く
い
ろ
い
ろ
と
転
勤
も
あ
れ
自
体
そ
れ
ほ
ど
絶
対
的
な
菜
で
は
な
川

り
、
仲
山
市
申
も
変
わ
る
。
中
に
は
臼
分
に
遡
し
い
。
す
べ
て
そ
の
後
の
会
人
的
な
郷
力
で
成
川

や
せ
我
慢
、
も
て
余
す
と
と
も

t

た
仕
取
も
あ
れ
ば
、
〈
歩
＼
不
得
怠
な
仕
事
も
長
し
、
前
進
す
る
か
ら
と
ι＼
そ
の
光
を
一

川

個
人
の
資
質
、
能
力
あ
る
い
は
他
地
な
ど
あ
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
長
聖
担

ν、
自
し
て
く
る
。
誌
が
、
ま
た
仕
事
そ

a

重

し

川

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
見
組
め
も
つ
分
の
川
町
怒
を
助
長
し
て
い
く
と
と
は
だ
れ
し
て
い
く
池
山
間
が
人
そ
大
島
す
く
、
し
、
育
て
る
も
山

か
ず
、
な
お
そ
の
生
成
過
程
に
あ
る
こ
十
起
も
者
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
不
旭
川
・ぱ
の
と
と
の
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
思
う
。
山

の
と
ろ
に
、
長
い
将
来
を
託
す
る
人
生
政
計
ろ
に
あ
っ
て
も
深
刻
禁
備
と
段
々
し
き
他
お
は
と
の
数
年
間
に
、
安
宅
産
業
問
問
と
川

に
砲
借
を
も
っ
て
取
り
組
む
乙
と
な
と
、
と
闘
と
を
続
け
、
不
川
町
怠
そ
得
怠
に
か
え
て
い
東
洋
工
業
川
以
と
い
う
二
つ
の
鍵
閃
に
遭
遇
川

て
も
で
き
な
い
と
と
だ
と
い
う
の
が
、
む
し

く
冶
程
を
大
切
に
し
た
い
と
閉
店
っ
て
い
る
。
し
た
。
住
友
銀
行
に
と
っ
て
も
、

二
度
と
あ
山

っ
て
法
タ
つ
な
い
不
幸
な
出
来
必
で
1
4
あ
っ

川

た
が
、
私
に
と
っ
て
も
ま
た
米
的
問
自
円
の
叫
品
川
開
山

で
あ
っ
た
し
、
日
々
新
た
な
決
断
を
迫
ら
れ

川

た。

幸
い
に
し
て
、
俊
秀
な
多
く
の
ス
タ
ヴ

州

フ
に
も
胤
ま
れ
一
」
、

大
前
を
誤
る
と
と
な
く
川

ζ
れ
に
耐
え
ら
れ
た
の
も
、
私
の
社
会
ル
↑
折
、
川

私
の
人
生
に
と
っ
て
ま
と
と
に
仰
が
た
い
郎
、
山

い
体
験
で
あ
っ
た
と
む
し
ろ
感
制
し
て
い

川

る
。
岡
山
川
に
、
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
っ
た
後
、

川

似
れ
の
日
伐
を
一
か
た

ω氏
鍛
な
阿
川
h
H
を
辺
川

し
て
、
彼
ら
が
ま
た

一ま
わ
り
も
こ
ま
わ
り
川

も
成

μぞ
く
れ
た
げ
～
ち
が
い
な
い
し
、
そ

川

の
成
長
こ
そ
が
将
米
の
伶
次
叙
行
の
州
政
で

川

あ
る
と

m
mし
て

い

る

。

川

私
は
マ
ラ
ソ
ン
の
れ
版
畑
地乎
が
川
町
き
で
あ
川

る
。
そ
れ
は
彼
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル
川

の
名
選
手
で
あ
る
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
そ

川

れ
よ
り
も
彼
が
山
川
町
し
た
三
十
五
の
大
会
川

で、

一
度
と
し
て
途
中
桐
開
削
す
る
ζ
と
呼
ヘ
川

す
べ
て
の
レ
l
ス
に
完
走
序
良
た
し
た
と
い

f
J
m
実
に
対
し
て
で
あ
る
。
若
い
諸
道
に
m刑

判
川
ず
る
の
は
ζ
の
気
迫
で
あ
る
。

ど
う
l
寸
、
＼
の
↓
パ
レ
h

ぃ
時
間
介

く
や
l
リ
、
み
当
h

い
く
や
！
く
「
l

、

4w州
事
霧
車

「
私
の
温
ん
だ
坦
と
い
う
胞
雪
原
稿
を
あ
っ
た
と
は
忠
わ
な
い
。
・

依
刷
制
さ
れ
た
も
の
の
、
巨
低
な
と
と
ろ
大
変
今
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
道
が

と
ま
ど
っ
て
い
る
。

P
り
け
た
か
ら
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
か
も
し

住
友
銀
付
に

A
P
Uて
安
り
四
十
数
年
に
れ
な
い
が
、
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
皆
好

な
る
が
、
京
大
率
業
す
る
と
突
な
ぜ
銀
き
だ
か
ら
や
っ
た
の
て
き
－
将
来
の
飯

行
を
過
伏
し
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
住
友
銀
行
の
タ
求
に
し
よ
う
と
か
、
社
会
に
出
て
か
ら

を
童
し
た
の
か
、
乏
の
動
機
序
考
え
て
得
だ
か
ら
、
な
ど
と
考
え
て
い
た
語
、
そ

も
実
は
定
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
い
れ
こ
そ
一
人
も
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
私
も

て
あ
げ
れ
ば
、
そ
の
制
年
従
兄
幼
が
三
井
に
全
く
好
宍
た
が
り
令
め
ら
れ
な
か
っ
た
し
、

入
っ
た
の
で
、
自
分
は
住
友
に
、
そ
し
て
住
我
慢
’
U
て
厳
後
ま
で
続
け
た
だ
け
で
あ
る
。

友
の
由
で
は
愛
哲
忌
銀
行
（
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
と
ろ
、
た
だ
一
定
げ
人
生
の
進

住
友
銀
行
で
は
な
か
っ
た
が
）
の
大
阪
支
店

長
を
し
て
い
た
の
て
創
刊
行
に
し
ょ
う
か
と
・

い
う
程
度
の
、
ま
と
と
は
他
窓
の
な
い
動
出
回

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ラ
グ
ビ
ー
が
怠
を
タ
ッ
ク
ル

私
は
頭
取
就
任
以
来
、
数
多
く
の
新
聞
や

雑
誌
の
人
物
仰
で
、
私
の
人
間
形
成
は
関
し

て
必
ず
ラ
グ
ビ
ー
と
の
関
係
を
強
制
注
れ
る

の
に
、
実
の
と
と
ろ
い
さ
さ
か
閉
口
し
て
い

る
。
な
る
ほ
ど
、
私
は
神
一一

一中
の
と
き
、

神
戸
の
外
人
ク
ラ
ブ
と
－不
大
と
の
ラ
グ
ビ
ー

の
対
抗
般
を
た
ま
た
ま
観
戦
し
て
、

ζ
の
イ

ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、

三
南
京
大
を
泊
じ
て

六
年
間
ラ
グ
ビ
ー
に
融
問
中
し
て
、
脅
し
い
鰍

慣
や
紙
合
を
や
り
お
お
せ
た
し
、
ま
た
事
巡

に
払
誕
穫
の
一
年
附
、
京
大
が
好
成
制
閉
そ
議

げ
て
、
語
学
申
語
の
策
し
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
は
た
し
か
に
私
が

学
生
中
立
市
の
一
部
と
し
て
潜
ん
だ
滋
だ
が
、

そ
の
後
の
人
生
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
膨
響
が

=10= 

試
練
に
途
中
棄
権
し
な
い

路
に
つ
い
て
主
体
的
な
滋
堅
証
み
た
時
が

あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
限
れ
よ

う
と
し
た
の
だ
か
ら
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。

大
学
二
年
の
春
、
ね
は
訓
話
司
母
H
試
験

を
受
け
て
裁
判
官
に
な
ろ
う
と
芯
を
た
て

た
。
私
の
父
は
私
が
宮
平
一年
の
時
に
な
く

な
っ
た
が
、
海
軍
軍
人
で
人
一
倍
正
俊
凶
が

強
く
、
私
に
も
強
い
膨
勝
を
検
し
て
い
た
し
、

一
方
で
自
分
が
社
交
性
は
あ
ま
り
な
い
と
い

う
と
と
は
十
分
自
覚
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
、

法
体
料
回
の
成
制
も
そ
ζ
そ
と
で
教
綬
か
ら

も
大
学
に
と
ど
ま
っ
て
は
ど
う
か
と
m
m
mさ

れ
て
も
い
有
そ
ん
な
魁
白
か
ら
、
と
り
あ

え
ず
司
法
官
試
験
そ
受
り
よ
う
と
思
っ
て、

キ
ャ
プ
テ
ン
に
申
し
山
ヂ
」
、
八
回
聞
の
山
奥
の

百
姓
家
は
と
も
っ
て
泌
勉
強
に
と
り
か
か
っ

’

住
友
銀
行
頭
取
磯
田

ろ
実
情
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

た
だ
一
つ
私
が
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ん
だ
も

の
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
時
か
ら
旬
円
の

よ
う
に
た
た
き
込
ま
れ
た
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の

精
神
で
あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
は
一人
の
終
判
の

笛
で
、

三
十
人
の
温
手
が
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
入
れ
乱
れ
て
闘
う
激
し
い
巡
動
で
あ
る
。

し
た
が
っ
7
・
、
細
川
判
の
判
定
に
ミ
ス
は
っ
き

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
絶
対
に
抗
日
酬
は
許

さ
れ
な
い
。
不
利
な
判
定
で
も
、
場
合
に
よ

っ
て
は
そ
れ
が
勝
敗
そ
だ
右
す
る
よ
う
な
判

定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

一習
も
χ匂
は
言

わ
な
い
。
初
め
の
う
ち
は
そ
ん
な
問
黙
っ
て

い
る
の
は
苦
し
か
っ
た
。
一
生
峨
命
や
せ
我

慢
を
す
る
。
そ
れ
が
習
牲
に
な
る
と
穂
判
の

判
定
に
と
だ
わ
ら
な
く
な
る
。
と
の
性
分
が

郎し
ご
か
れ
、
省
実
に
カ
を
蓄
積

今
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
当
時
一の初古川鮒

に
は
、
と
り
わ
け
勉
強
家
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。

勉
強
す
る
材
料
は
無
限
般
に
あ
り
、
ま
た
多

く
の
ぬ
輔
副
の
絞
悦
者
に
も
お
目
に
か
か
れ
た

し
、
い
ろ
い
ろ
示
唆
に
宿
む
拐
を
う
か
が
う

、こ
と
も
で
き
た
。
先
般
に
は
徒
拍
抑
制
度
よ
ろ

み1ft食えて、人手／（｜向井ゼリフ半1）断｜立てざ寸志、号、当の人物オ、
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何
物
品
ハ
？
宅
『
爪
ぽ
協
仰
に
、
山
川
介
？
占
で
れ
、
は
ム
ケ
ヘ
及
は
又

胤
刊
に
作
フ
マ
リ
フ
マ
ー
ま
う
．

M
l
う
で
す
守

τん
、
メ
f
こ
に
あ
玄
ぎ
の
A
5、
使

え
て
凶
ざ
の
斤
志
向
フ
た
じ
ノ
、
何
T
x
c
斤
ん
で
ざ
刈
用
L

寸
り
く
の

γ
す。

と
こ
す
で
、
谷
津
千
潟
、
に
は
‘

け
っ
た
り
何
本
ぐ

ヲ
リ
の
／
治
以
会
あ
3
のだて－
J

フォ。

E
lぽ
ざ
ん
の

出
ー
に
興
味
介
あ
フ
た
ゲ
、
低
川
助
制
ど
め
ヲ
た
ハ
フ
数
え
マ

下
、
数
、
ぇ
寸
下
で
け
。
向
－
7
、
右
板
井
作
っ
た

当
人
定

γす
5
、
宿
目
、
勺
汁

h

・
フ
ぷ
リ
ん
で
す
よ
。
企

業
乃
は
、

品

A
－た
ν1う
宇
佐
殺
す
「
寸
り
ま
す
介
、

兄
談

ー
い
し
？
志
り
。
由
T
J玖
け
持
管
局
伐
の
る
械
を
主
一
（
た
だ
け

で
何
寸
才
、
ぐ
ず
る
く
る

3
ぎ
の
？
す
介
つ
6

．vl
A爪

k
、
企
業
、
斤
白
身
‘
工
事
i
た
お
，
ゼ
干
の
見
に

;;t,38号

谷

津

干

潟

愛

護
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究
会
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1
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市
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市
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北
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五
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寸
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一
日
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八
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4

川

O

Z
E

文
支
み
国
三
古
川

，十
件
，

Z
一店行

誕

リ
ヲ
ノ
＼
五
プ
ミ

zhは
っ
た
に
ノ
汁
ー
に

l
寸
リ

3
u
一
開
設

－1
局

柏

vβ
リ
？
す
介
O

M－
－

A
E、
ユ
事
に
従
7

寸
栓
コ
に

一川干

わ

一
弘
津

ぎ
の
ぽ
品
川
リ
？
す
オ
グ
、
ま
っ
た
く

T
末
に
お
け
在
、

店
舗

ょ
う
石
注
意
於
宍
物
？
あ
マ
d

。

ムケ
h

み
の
、
ム
ケ
ま
プ
マ
う
い
L
L
寸
当
、
宍
細
川
リ
寸
は
．

玄
牛
に
く
い
っ
々
寸
．
は
3
汁
に
ゴ
と
の
号
（
介
ん
／
五
＜

ふ
っ
寸
り
ま
す
＠

glk介
ー
だ
ゲ
、

リ
く
じ
ノ
カ
？
芝
、

寸－
f

右
板
の
宍
、
岸
＼
メ
L

庁
あ
っ
た
の

T
Iょ
う
寸
？
。

叉＼

za－－A
亡
夫
に
、
清
持
l
マ
リ
三
本
共
tJ
に
、
プ

ふ
＼
袋
芝
符
7

「｛、、ワ

b

く
歩

3
め
フ
寸
り
す

Y
の

受
に
、
勿
冷
ノは
p

－A介
ν」
介
め
た
の
汁
戸
・
」
』
初
日
爪
ま
せ
ん

市
。
り
リ
と
て
寸
す
、
結
構
忍
と
て

T
す
、
ど
人
い」

ん
〉
し
汁
め
寸
下
マ
リ
。

〉」に
xc
斤
く
に
だ
）
広
還
は
、

必
洋
干
潟
オ
演
や
れ
け
に
ぷ
ホ
ぽ

υ
りの

γす
か
い
〉
。

ご
ホ
介
ゲ
芝
、
吉
右
板
を
て
ん
〈
ム
作
フ
マ
リ
き
ま

す。
M

l

の
、
〉
す
、
情
で
ん
は
．
看
板
弁
汗
担
で
ハ
引
け「
l

、

急
左
足
7

ち
ょ
う

h
h
A
3か
と
れ
パ
れ
ま
で
人
司

今まで、 7＼（~Iて 11匂返る内、 フた の です介、菜ぢ 1

3ゼ危iノの T、会形？庁、下のよ》るサワ Z作フた。



マ
れ
は
で
苓
7
d
の
庁
、

が
』
珪
庁
干
潟
六
フ
マ

q

大
ハ

介
、
代
政
に
任
せ
っ
放
l
、
核
リ
フ
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、
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寸
は
か
／
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寸
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の
？
芝
、

厄
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で

A
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ふ
フ
マ
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主
せ
っ
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尽
液
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〈
寸
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よ
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ぷ
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ぷえ
1実

司
氏
在
、
行
夙
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よ
3
努
力
ノ
、
具
体
仏
間
＋
仏
、
一
八
策
は

マ
ホ
寸
｛
ま
う
介
、
〉
介
。

、
v
斤
忽
寸
り

3
．で
す
ケ
さ
、
内
史
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に
は
妄
え
る
パ

J
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d

。
ザ
」
寸

J
5介
ゾ
」
ソ
フ
託
、

現
時
矢
寸
は
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ム
ク
づ
よ
ア
リ
計
孟
の
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介
L
フ
介
り
L
7り
す
、

斗
ゾ
へ
申
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寸
？
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A
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ふ
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衝の話題モ}lti1sr:rr;1';'i ・, 
何
5
ぷ
で
ι爪
寸
り
る
け
。

調
盈
・
貌
索
・
環
境
乏

代
・
寸
清
子
‘
う
る
亡
、

こ
爪
、
う
す
ご
ー
は
保
存
左
厭

、フ他人、

Z
3
リ
は
団
体
の
首
主
豹
元
一
執
に
よ
コ

寸
行
4
A
み
れ
寸
り
ま
＠

白
骨
氏
、
仏
該
団
体
介
、
ら
は

将
来
の
谷
芳
子
究
ノの

λ
リム
A
V
u
l
寸、

っ
谷
津
干
潟
サ
、
μ
ク
サ
ュ
ア
リ

し

~- 
「
谷
才
庁
十
潟
自
然
放
宅
内
閣
L
ぷ
亡
の
プ
－
フ
一

野
鳥
の
楽
園
、

市
川
市
本
兆
方
に
住
む
磁
凶

三
郎
さ
ん
は
「
谷
海
干
耐
震
績

研
究
会
」
ぞ
っ
く
り
野
鳥
の
凝

固
で
あ
る
谷
誠
干
潟
の
保
繍
週

動
を
し
て
い
る
。
新
聞
配
池
口

の
磁
聞
き
ん
は
子
供
時
代
を
箇

志
野
で
過
ご
し
、
瓦
年
包
的
、

新
聞
に
似
っ
て
い
た
干
剃
の
写

真
の

一
本
の
抗
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
こ
の
湖
動
を
は
じ
め
た
。

納
刊
と
夕
刊
の
配
迎
の
聞
の

附
聞
を
、
門
家
財
削
ぞ
遡
低
し

て
平
副
同
に
遇
う
。
そ
し
て
ゴ
ミ

を
姶
い
、

m鳥
を
観
照
し
、
ベ

ン
チ
や
小
回
を
作
る
o
向
山
車
問

山
中
に
は
、
府
や
品
川
の
絵
が
拙
聞
か

れ
て
い
る
。
「
熊
駄
に
剛
を
逓

伝
す
る
の
も
つ
卓
ち
な
い
か
ら
ν

だ
そ
う
だ
。
初
め
は
野
鳥
の
取

な
ど
何

一
つ
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
が
今
で
は
「
日
本
岡
町
鳥
の

会
」
の
会
側
に
も
附
簡
を
誠
せ

る
聞
く
わ
し
く
な
っ
た
。

谷
津
干
潟
だ
が

そ
し
て
も
う
一
つ
「
ふ
か
ん
ど
」
と
い

う
会
副
帽
を
毎
月

一
人
で
出
し
て
い
る
。
ふ

か
ん
ど
と
は
議

mさ
ん
が
子
供
の
頃
呼
ん

で
い
た
谷
保
干
潟
の
名
前
。
そ
れ
を
続
む

と
、
二
十
五
年
鴨
川
の
干
潟
に
は
品
川
や
鳥

や
力
ニ
が
子
供
た
ち
と
共
存
し
て
い
た
事

が
判
り
、
父
飛
ん
で
く
る
珍
し
い
岡
山
鳥
の

こ
と
が
留
か
れ
て
い
る
。

m
t
u
、
谷
川
伸
子
制
は
国
有
地
で
森
川
さ

ん
は
そ
こ
を
品
川
献
保
咽
畑
氏
に
桐
注
す
る
よ

う
国
に
働
き
か
H
り
て
い
る
。
ベ
ン
チ
や
小

臥
ぞ
作
っ
た
の
は
%
際
に
は
不
法
占
傑
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
千
蝶
限
で
は
「
乙
れ

以
上
作
ら
な
け
れ
ば
：
」
と
条
件
付
き
で

こ
れ
を
忽
め
た
。
そ
の
団
有
地
に
似
民
の

ゴ
ミ
の
不
法
役
前
。
ゴ
ミ
を
協
同
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（毎
月
個
別
＝一
火
凶
日
午
附
中
）

に
は
近
所
の
主
婦
た
ち
が
怠
加
し
て
く
れ

て
い
る
が
、
ゴ
ミ
と
の
迫
い
か
け
っ
こ
だ

と
ヨ
ぅ
。
ゴ
ミ
で
干
闘
が
お
お
わ
れ
る
と

ア
シ
も
は
九
ず
、
ゴ
カ
イ
も
向
た
ず
、
鳥

も
飛
ん
で
こ
な
く
な
る
。

一
時
は
死
滅
状

般
で
あ
っ
た
干
潟
も
今
少
し
は
ク
リ
ー
ン

作
戦
で
き
れ
い
に
な
っ
た
。

干
闘
の

一
方
で
は
マ
ン

ン
ヨ
ン
が
林
町

L
、
も
う

一
方
は
副
岡
山
州
辺
附
の
工
出
帯
、
そ

し
て
何
年
後
か
に
は
図
氾
も
泊
る
よ
う
に

な
る
o
以
内

一
と
い
わ
れ
る
デ
パ
ー
ト
が

す
ぐ
そ
ば
に
完
成
す
る
。
野
鳥
の
交
通

m

似
も

mえ
る
こ
と
だ
ろ
う
が
磁
川
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
は
岡
山
鳥
に
も

m市
中
泊
に
慣

れ
て
も
ら
わ
な
い
と
」
と
笑
う
。

谷
川
伸
干
創
は
・
以
成
繊
（
内
川
辺
関
駅
か
ら

五
分
。

干
倒
を

一
閃
す
れ
ば
ち
L
う
ど
い

い
散
渉
コ

1
ス
。
待
先
に
で
も
飢
ず
れ
て

み
て
は
？
政
年
間
、
政
敏
久
弥
さ
ん
が

前
山
世
に
き
て
桜
川
さ
ん
LF

－川
し
脅
し
て
そ

れ
以
米
、
何
年
力
ン
パ
が
あ
る
七
い
う
。

：｜｜ 

ほ
ん
℃
に
ま
あ

A
Yざ
『
帰
り
の
介
ソ
リ
u
d

代
六
け
寸
更
し
川
ハ
カ
い
、
＋
A
h
h
J

広
り
よ
。

崎
町
だ

フ

寸

t

住
泊慢
す
」
計
等
ー
た
h
h
J

／
時
冊
以
上
介

で
き
ホ
ぽ
、

干
潟
り

介
フ
マ
り

Z
介じ，，
J

ゐ。

泣
く
に
住
ウ

動
め
に
ノ
ホ
た

5
ゾ’
H

、
＼
句
協
へ

足
リ
拾
し
の
寸
＋
P
り

4
4す．

や
は
リ
、

ご
こ
ま
寸
来
作
ハヲ
、
ト
コ
ト
レ

浴
津
干
潟
三
つ
キ
ベ
＼
ム
匂
Z
Vん
は
下
ふ
う
。

A
去、

以
々
芳
斗
売
品
質
、
環

mm九
次
は

ミ
ホ

〉
」
リ
っ
寸
摂
剣
め
ソ
た
ぎ
の
は
何
色
疋
く
、

だ－

7ν
一
ア
ぅ
ア
ズ
－
聯
六
中
山
吋
す
。
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金
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の
去
、
み
た
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ふ
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、
hv
イ
く
℃
ゾ
ぶ
夫
、
つ
十
一
A

卜
、
括
的
ノ群
K
－
息
去
の
パ
小
寸
・
（
王
フ

の
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タロマニヨン人の画いた谷津干潟

森田三 郎

見てわかれば、それで良い。知りやすく、

全体のイメージがわかったら、との絵を画い

た私の目的は十分達した。動・個物のととは

殆ど知ら左い。絵を習った ζとはない。画き

方も知ら1.(いし、 El常図くとともない。た〈

さんの虫や魚をつかまえたり殺したりしたが、

調査や観察はしたととがありません。自然保

護や鳥のととを私K聞いても、私は答えると

とが出来をせん。生物の名前も生態も知らな

いので、いつも肩身のせまい思いをしてます。

だから本当は、とういう絵を踊〈資格みた

いなものは何も無いのです。

乙の絵；オ．図鑑でも左〈 、見るためのもので

はあUません。すべて欠点だらけですし、大

きさもでたらめ。識別の用もなさ 7まいし、見

る（'L湛えるものではありません。生きものは

全部と言っていいほど本を見左がら画いた。

つま b、あちとちから少しづっ、皆んt:カッ

パラって来て闘いたものは・かbです。私のも

のは、いくつか散らばって画いてある、子供

たちが遊んでいる所だけなのです。私として

はそういう所をもっとた〈さん画きたかった。

画いていた時も、今もそう思っています。そ

して、そのまわりK昆虫や魚、鳥やカニ念ど

を聞きたかったのです。 。そうすれば、自然保

護の人たちの思惑や目を気Kしないですむと

思う。でもいつかきっと、そのウラミを絵で

晴らす時が来るでしょう。

谷津干潟自然教育がどん左ものかを、知っ

てもらいたい、わかってもらいたい。どうし

たらいいのか、そのためκ何か少しで も役（I[

立つものはないか、そん在たった一つの心ば

かり Kとれを回Eました。

気κ人らない人は、私よ Dも力があるので

すから、その人自ら函いて下さい。野鳥の会

の人ならば、みん念私よりも能力があるの-r
す。私は保護のためvc役立てばそれでいいの

です。とれからも、内l引寸卑屈、外Kは厚顔

無恥をあらわにしてやって行〈 かも知れませ

ん。ヨロシタ。

〔解説〕

森田さんが、またスコ・ィ大絵巻を岡きまし

た（ 2 1 6 X 8 5 cm ; 1頁K一部拡大J。

幕張沖から京葉港/I[至る広大方！埋立地をた

った一人で駆けめぐって、 シロチ ドリとコア

ジサシの繁殖地図をつ〈り上げたあの森田さ

んを御存知の方も多いでしょうて支部報No.1 

9，「野鳥」昨年4月号）。ととろが昨年の

6月、森田さんは交通事故vci墨って、 3年自

の調査は不幸（吃も挫折してしまった0です。

病床（，ζ臥した無念さと、 谷津干潟にかけた執

念が、との傑作を生み育てたコでしょう。

新聞配達をしながら繁徳地図を完成した森

田さんを見ていると‘ナットウ売bをしなが

ら旧石器人遺跡を発見した相沢忠洋さんとは

こん在方すは．たいかと想われます。 森田さん

の絵の中（モ活躍すゐ 「谷津干潟の小さな!;If蕃

人」たちは、彼の魂が発見した古代入、 いや‘

それは「自然保護のクロマニ ヨγ人」を自称

する生きた彼の分身なのでしょうか。

谷津干潟自然教育閣の実現のためK、との

大壁画を大いK活用して、森田さんの情熱を

ぜひ生かしたいものです。

（編集部〉

ホえ来秋：工マアスで、は乃ーノレI＂＇、ワーク l;t全くた、め．そJt¥l,、、芝、日寺包、イ可三角、谷津子ム三きに何？った。今の;1－レl工、イ可パ、、、でちまの力、三更ρ た・・・ 0
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強〈うどめき 1.r刀：ら、いつも想い起されるも

のがある。一言の弁解もせず、 生き~がら陀

して葬られていった盤億万の w海の仲間遠”。

今も在会‘彼らはζの私の足の下K眠ってい

るのだ。そして見よ、あの谷津干潟を。汚さ

れq 破接されをがらも‘なお‘H本有数の鳥の

飛来地として、よろめきつつ、うめきつつ、

浄化機能のメカニズムという形K公いて， 1軍

身の力をふりしぼb、多くの鳥速をがっしb
とその両腕K砲さ抱えている姿を aえらいぞ。

ナどいぞ。谷津干潟／ 千潟の英雄だ。必死

K在って生きようとしているのだー一一。最

後の止めを刺される Hまで。

ぞれvc＜らべ、今の訟はどうだるう。知識

地戦い。経験、が左い。暑い。寒い。疲れる。

た・るい。一人だ。誰も来たい ーーそんをとと

で心ー杯。 ζの私は一体誰なれば、とんな所

でとん左気持でいるのか？ そん在ととを思

「ている私は．何だろうーー・。

そういう自分κ、私はいきどがDと悲しさ

を覚えたっ Jr,.実そのものよ Dも、そんなとと

で情い 6 疑惑の心でいる自分が、悔しし↑青

艇かった。 悔しさの余b、胸K熱いものがと

み上げずVζはいられなかった。そして‘その

fロドロした務鳴いものは、私の行手を阻む

ものをなぎ倒してしまったのである。迷いの

霊訪：哨れたのだ3 その時よ D「コアジサシの

繁殖調査日という大道K、思い切り、力強〈

正面へ.IEa:踏み出して行った。

埋立て地はまさ V亡、繁殖の大泌阪だ／

いたるととろκ‘彼らは卵を：産んでゆく／

あるものは‘取られ、つぶされて。またあ

るものは野犬K食われ，ブル ドーザーの下に、

コールタールVζ挺われてしまった。道端Uて、

単ひらVι、湿った泥の上(IC. わだちゃ人の足

跡ピも。さ ら｛〈土手の上やその斜聞の小さな

へζみ、土くれのJ：κ‘石とる道、ほん心t:;

ιqとでもタールのはがれた所や、事と草と

の！包！ 一一一。何で彼らはとんな所K、とんな

vcまでして次から次へと巣をつくるのか？

の私はめ〈らだったのだ。由井さんは、私が

ととで生まれ平寄ったので、知っていると思っ

たのだろう令その時はただ、「気をつけてみ

るよ」としか言えなかった。だがその言葉の

奥vca、多少のはずかしさがあった。彼女の

ような人が知っているのK、自分lま一体何を

して来たのかとーー一。ほの暗主記憶の中を、

由井さんの言葉を明Dとして。それからまた

埋立地κあって｛也、それらしさ 2つの記憶と

白井さんの言葉という明bで調べねi主主らな

かった。それはまだ4月の中頃。天気の良〈

ii:v> f:11'(は繁かったが‘ 4つほどさがした。

それを、 5月5日の自然観察会を終えてか

ら自弁さんと同行し、砂墜逆巻〈中を見てま

わ「た。2つはヒバ リの巣で他の2つがそう

だと教えられた。私は無線在思いをしic.oそ

れでも私は被し続けた。ぽつぽつ見つり次第、

苦れないためvc地図っく Dをはじめたのであ

る。幼稚な手探ぐりの‘ それは心制h，たど

たどしいものだった。

ぬかるみや‘ ドロの中I'(バイタのタ寸ヤ刀：

はま b、持ら上げたD抑したタ数十問。たた

きつけるが如き砂るらしκ目も見え攻くな ！） . 

立ちすくんだり。 l符fζつかまりバンツまでぬ

れ、逃げ込んだサンドパイプの中で身をとど

め、肌寒いみじめな思いをするととも幾度。

そんな時、何らなすすべもない私は．雨vcか

すむ貝赦山とその彼方の車防｛や水溜19、若手

飛ふカモやγキをたたボヅンと見ていたー0

一人ぼっちのそζで、私の胸の中をいろいる

な忠いが横切るゆ 1P］でオレはとん殺事をすて

よう Kなったのかω本当氏、コロ品ーがある

のか念あ。鳥と傑員長海!WJゐゐも左もわからな

いオ νがとんな ζと、とんなさびしい心持ち

vcなる主うな ことをし念くとも ＇ ｛＠（！，己U札U人

がいゐじゃ在いか、と一一ーも

いっその ζと、小梢!/;ii:κ1台好長くまとめ上

げてしまかう かω だが，＇，＇ム｛《は 何故かl:iJJI毛なか

った。それK、5しろめたいあゐ敗北感が心

の奥Kあった。 その心のほの陥き奥よ U、カ

の生まれ育った海辺が滅ぼされよう とすると

き‘やむKやまれAll心的119 7 5年夏の全記

録へとかD立てたのです。しかし調査の間Vて

も破嬢は進んでゆきます。卵を採集したb巣

を破壊したbする工事尉係者を相手Kピヲま

きをした日もあbました。営巣I'(適した貝が

らの多い砂地説：巣で満員Kなってしまったり‘

営巣適地が工事で破壊されてしまうと、道路

ばたの石炭がらの上でも、工事現場の土〈れ

の間Vてでも産卵してしまうのだ、と鳥たちの

ったない性を嘆いていました。彼の作った絵

地図vcはそう した彼の心情と行動の記録ヵ：実

っています。

との秩も 10月（I(人ると烏たちの姿が谷津

干潟Kひとしj,,vcきvやかKなって来でま した。

開発側の動きも次第K切迫して来ています。

鳥を眺め念がら森島君｛工言いました。 「海か

かわいそうだよ J ·伎はときど主名句~I止〈の

です。

’7 5 u コアジサ νと共K”

側三郎〈千美子潟を守る会〉

コアジサツはどん1i所Kも卵を産むのでは

ないだろうか 一ー

点薬港西洋より花見／111で、全期ralを過し

て、 3.0 0 0もの巣を足で、手で、耳で‘鼻

で、初代、文字通b体全部で悔して来た私の

笑感である。それは、長〈滋〈似しい精力を

ともなう 、動物的な肉体行動でhった。当初

κるって、コアジサツのコの字さえ鈎lらなか

勺た私、”詞章”という明確な考えを：抱いた

のは、まだしばらく後のととでるる。そして

それは単たる調登や記録でな〈 、“記でもる

ゐ。

乙れらすべてのものの契機とな ったのは、

野鳥の会会員白井絹子さんKある。それまで

森田三郎君の京葉港 ・幕張埋立地

繁殖調査陀ついて

大浜 f南

京葉t~狸立地一帯でとの夏葉植したコア ジ

サγとジロチドリの巣の数は 2.9 0 0、卵の

量生5,789VC台よぶζとが、 千葉の干潟を守

る会会員締凋三良Ii君の献身的な努力vcよ守て

判明しました。両者の比率はほぼ 4.5対 5.5

というととです。乙の数は最初予想された数

をはるかκζえ、ζの地峨が旅鳥の渡来地‘

冬鳥の越冬地としてだけでな〈繁高倒hとして

も全国自衛 1級の価値をもつものであふととを

証明しました。土記 2樋のほかKも、ヒバリ

七 271・カルカ’モーオオヨシキP危どの相当

数o，終値カ：認められています。

調査の対象と攻った区域は正俄lては京事さ捲

w~包区紗よび蒜・張地区)y!Jt池で‘船梢市東端

から樹志野市、千築市R皇制1，~ζ が よぶ、現在的

1.200h aの厳立地で‘例の谷津干潟を含

んでいますら（lトヘ・4 ジ‘の国今＋in
署長仏i君のとった方法はおPどう〈べきもので、

習志野市の総問調の5分の 4f't匹枇ナる ζの

地紙を、くまな〈短冊状vc歩きつ〈して、巣

VC.il'i停をつけ、巾 2mニ併の手製のi血悶vc{v.l援
と卵数を記入し、 ζれを数十回κわた弓てく

り返したのでナ、 4月から 8月vcわたる 13 

5 f:11片JVC1 5 0回以上の鋭祭会行守たという

ととでナ。ζ うして作られたl反闘をもとVζ‘

分布関ぞ漁境検式閥、グラフ危どが作られ、

産卵と灘撹や季節の曲i糸たども大よそ明らか

にさ1'1.."iし子。

i皮がどんな-f!,＇労を重ねため‘ vcついては 11 

月2日の読，充新聞紙上や別項φ似の女を参照

して Fさい。 ζ 乙で特l'LUn足してかきたい乙

とl之、1皮i土決して耐究のための対象として調

笠を？ったのではないというととでナ。自分

必
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止めるととは出来左かった。ただひたナらゴ

ールへと。最後の一つまで、何が何でも見届

けてやろう。調査を遂行させる力とをったの

は、思うK、追憶Kよる心情の力と．よ P高

v，、広大在地平線を見つめての希望、そして

いく 人かの人遠から与えられた、励ましの言

葉であろう。その言葉κよって紅は‘い 〈度

か精神的戦線を立Titしたのだ。

7月の中旬K悼を越えた調査は、それから

担4としたものだった。最後の一つが確認さ

れたのが8月 16目。

コアジサ・ンの帰った貝殻山は淋しい。

出来るものなら、私も彼らと一緒Kオース

トラリアへ行きたい。そこで彼らを見たら、

どん1.lKうれ しいだろう。

破援され、つぶされ、取られて、Mの目を

見ないままvc消えた 1千巣。 今なお‘足の下(I(

限る殺億万のt阪の友也そのためl吃も‘ 乙れ

から私のやるととK、労力とI時闘を惜しまず

注ぎ込もつ。それがせめてもの、弔いκなる

iJ・も知れない。自弁さんが与えてくれたも の

宏、より大きく腫らせるとと Kもなるだるう。

） 

、h．
，齢、
母
、

シギ・テト・リ釦の棋識駒企

稲生を守ゐ会では、昨年と今年の．具vc仙台

市補生泊i停で／Tll俊．した数百羽のシギ・チドリ

矧の潤vc着芭ビニー／レZ裂のタグをつけて放鳥

しました。すでvc傑識をつけた トウ ネン 1羽

が九十九里浜で発見されています〈 烏だより

割問〉。ζれらの原誠烏をみつけた方は、，1:i
の樋釦、着色タグの色、観察の年月同、場所

を記して、M本星野鳥の会予業支部事務局まで

W-1胞絡〈ださるような胤い します。

A昔ぷ ’

三 決）f
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（・ほ豆部〆，
必コゴ週土ぬ

そうい D巣を 20 0 , 3 D Dと数えてゆ ＜vc 
つれ、Kl-は彼らvc対し‘いじらしさと ．やか

され左い京れさが込み上げて来た。かわいそ

うで、悲 しい、パヵな コアジサツ。無理と矢!I

りつつも‘私。：t言いたかった。「額むから、

もうとん在所κ卵を産まないで〈れ／ jF ー

と。捕4 しい思いで見た〈ないから。そうだ。

彼らは追いつめられていゐのだQ 営巣Kよh

好みする余地は7i:いのだ。説とか例外なんか

l《、効、主「ちやいられない治亀らだ。 ζζ｛て来

る彼らが特別Vζ誕殖能力沙：旺盛だとは忠

ν、3 また特Kノ.：カだとも思わない。

私は今でも憶えている。その日はm~聞の、

太陽の照りつ〈、 かげろうのと bわけ立つ凶

だった。まぶし〈光る貝と砂の上をいつもの

よう（＇（、休中栂の水をたらし吹がら進んでゆ

ら そ乙で私の目に入ったものは併の緒。 つ

ti;), "g何tD基枯れである。向うは？ っ、乙

ちら｛吃10。そしてiJJと樹立れた、巳ラ 4

ドvd口r;-~円を ‘ 私， ；；：見た。 患呉を欽ち、 手で

~'1. ゐ と ， も う しカサカサと紛れ る。暑さ

＼ 疲れも 、孤~悠 b 、 乙れ Iま とまてκ弘の

気力、f品づ）a:後き ‘心a-暗〈するKは」立Iぜな

かった。弘はしばらくそれを見つめるた・けで

光 、進めないでいた。詞溢の目的が空しくな

り、ただ自分の織力感Kい？という緩κぶち

のめされたのだ 一一一。

どうか惣燥して欲しい。その光殺と私の気

持念。 勉Dと悲しさの人D混った心で‘ 弘lま
てっと 熱い自少で段のて守った。 「さようて：：

'::> J。
そ九でも*1,(,;l，進んだ3 長lミる日も楽ゐ同も。

1忌むことは私の執定；となって しま勺f日 心情

心世界（＇（保ざし、治社建：訟の仮：すまで広カ：ゐ

それ（"i臨!f!JJすゐhり〕の似でさえらO ：，も (':tJf‘

コアジサシと初、の目iJ(',:'t. ＇，可もりも無い。野鳥

；：；会も 、月附会も．子1認を守c会い前涯に

文相ーる位燈つけも、選定：匂．他人の忠感も．

次々と目K触れる蔽援も．みt..： 背訟fζ退いて

しまった。 f也の何ものも、調査といヨ車輸を , 
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／
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－
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潟
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＋
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澗
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瓜
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＼
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介
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介
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。
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介
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介
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℃
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－
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て
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℃
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介
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介
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介
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介
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．
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仇
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℃
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寸
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介
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潮
間
ぃ
、
の
つ
寸
・
肉
人
寸
く
3

之、

xl・
の
包
に
リ
コ
／
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／
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ど
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介
、

つ
み
り

J
L
鹿
本
寸
り
フ
寸
や
フ
マ
よ
あ
ー
し
て
い
リ
う
よ

う
に
。
反
対
に
、
ぽ
く
の
m
苛
さ
、
ア
サ
リ
麻
り

に
が
引
ノ
へ
え
所
の
あ
い
マ
ん
、
去
ば
マ
ん
、
あ
ノ

3
け
は
介
宍
大
将
与
を
介
け
つ
務
長

e
x－－

小
は
￥
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古
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世
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験
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燈
か
ら
何
か
が
消
え
よ
う

か
ら
も
う
久
し
い
。
自
由
の
な
い
主
と
し
て
い
奇
私
は
そ
の
光
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華
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た
れ
y
h

肉
v
l

心
介
あ
っ
た
巨
人
寸

た
、
と
い
う
。
恐
ら
く
こ
の
少
女
に
と
っ
て
、
か
つ
て
さ
え
く
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
子

先
生
は
ま
る
で
肉
親
の
よ
う
に
甘
え
か
か
る
こ
供
を
無
限
の
硯
狼
に
追
い
注
ん
で
ゆ
く
。

と
の
で
き
る
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
過
保
継
と
い
う
言
楽
に
表
さ
れ
る
よ
う
な
大

か
。
そ
の
先
生
に
し
か
ら
れ
た
。
先
生
は
自
分
’

A
と
子
供
と
の
関
係
は
、
結
局
は
大
人
の
側
の

を
惑
い
子
だ
と
旧
ゆ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
自
信
の
な
さ
か
ら
く
る
も
の
だ
ろ
う
。
ぞ
れ
が

か
｜
｜
小
さ
い
胴
に
そ
ん
な
思
い
が
わ
き
上
が
子
供
を
こ
ら
え
性
の
な
い
、
そ
し
て
さ
細
な
さ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

／

っ
か
け
で
街
動
的
に
行
動
す
る
い
び
つ
な
人
間

た
っ
た
一
人
教
室
に
残
っ
て
、
死
を
考
え
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

る
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
。
孤
独
。
ぞ
れ
が
ま
だ
十
子
供
た
ち
の
世
界
か
ら
自
殺
と
い
う
い
ま
わ

成
に
も
な
ら
ぬ
少
女
の
盗
だ
け
行
た
ま
し
し
い
商
事
件
を
根
絶
す
る
に
は
二
人
々
々
の
子

ぃ。

－

供
を
た
く
ま
し
く
・育
て
あ
げ
る
こ
と
以
外
に
は

し
か
し
、
い
ま
、
こ
の
少
女
に
限
ら
ず
、
多
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
親
と

く
の
子
供
た
ち
が
自
分
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
と
子
の
対
話
と
い
う
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
し
か

思
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
し
よ
り
電
裂
な
こ
と
は
乃
ほ
め
る
べ
き
時
は
ほ

供
た
ち
の
社
会
も
い
ま
や
奴
争
の
世
界
だ
。
そ
め
、
し
か
る
べ
き
時
は
し
か
る
大
人
と
し
て
の

し
て
子
供
と
大
人
の
関
係
に
し
て
も
、
ま
た
数
き
び
し
い
資
勢
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
関
係
の

帥
と
児
童
、
籾
と
子
の
関
係
に
し
て
も
、
な
に
中
で
は
、
子
供
が
自
分
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
、

か
よ
そ
よ
そ
し
い
、
う
ま
く
幽
市
の
か
み
合
わ
な
ど
と
感
ず
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

ム‘

，

ぬ
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ぞ
れ
が
、
子
供
の
こ
の
こ
と
は
、
学
校
の
市
で
の
教
師
と
生
徒

自
殺
が
ふ
え
、
し
か
も
年
々
低
年
船
化
し
て
い
の
関
係
に
つ
い
て
も
問
機
だ
。
ま
た
、
た
と
え

る
と
い
う
こ
と
の
涼
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。
見
ず
知
ら
ず
の
大
人
と
子
供
と
で
あ
っ
て
も
］

少
女
の
自
殺
は
、
ク
ラ
ス
の
男
の
子
と
け
ん
今
度
の
臼
殺
事
件
で
、
反
も
心
配
さ
れ
る
の
社
会
生
活
の
中
で
常
に
心
妙
け
る
べ
き
こ
と
で

か
を
し
て
、
黒
仮
消
し
ゃ
祭
入
れ
を
投
げ
つ
け
は
、
大
人
が
子
供
を
し
か
る
と
い
う
こ
と
に
つ
あ
る
。

た
の
を
担
任
の
先
生
に
し
か
ら
れ
、
発
作
的
に
い
て
ま
す
ま
す
闘
病
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
子
供
た
ち
に
ま
つ
わ
る
事
件
は
、
す
べ
て
が

首
を
つ
る
と
い
う
行
動
に
走
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
約
や
教
師
が
、
う
っ
か
り
子
社
会
そ
の
も
の
の
病
理
の
現
れ
で
あ
る
。
そ
の

か
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
胞
か
に
、
こ
の
こ
と
供
を
し
か
つ
て
自
殺
で
も
さ
れ
た
ら
、
と
考
え
責
任
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
常
に
大
人

が
一
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
に
は
迎
い
な
い
。
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
事
件
の
教
訓
は
全
く
生
の
側
で
あ
る
。
子
供
を
大
切
に
す
る
と
は
ど
う

し
か
し
、
先
生
に
し
か
ら
れ
た
く
ら
い
で
、
な
か
さ
れ
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
べ
い
う
こ
と
か
、
子
供
を
た
く
ま
し
く
、
す
こ
や

ぜ
自
殺
ま
で
す
る
の
か
。
そ
こ
ま
で
こ
の
少
女
き
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
大
人
が
し
か
る
こ
と
、
注
か
に
育
で
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
大
人

を
追
い
つ
め
た
も
の
は
何
な
の
か
。

。

恕
す
る
こ
と
に
尚
極
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
す
べ
て
が
間
い
闘
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

少
女
は
担
任
の
先
生
に
よ
く
な
つ
い
で
い
と
が
、
・
子
供
と
の
関
係
を
ゆ
が
め
て
い
る
。
し
に
き
て
い
る
。
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6) .カJレガモ，コ ガモC2＋），ヒドリ ガ
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ハシブ トガラス C2) C以上 32趨〉公よび

セキセイインコC1 ）。
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